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1. はじめに 

このたびは、「ストリング監視装置」をお買い上げいただき、ありがとうございます。 

この取扱説明書は、安全にご使用いただくための重要な注意事項と、基本的な取扱い豊

富尾などを記載したものです。 

 

ご注意： 

本製品は、狭帯域電力線通信を採用しております。 

   既設の電力線を通信電路としてご利用いただきますが、ご使用になられる環境によっ 

ては、ノイズ等の影響により、通信が阻害される場合があります。 

設置前の事前調査において、通信確認を実施いただきますようお願いいたします。 

また、通信エラーで制御ができない時の対策を講じていただきますようお願いいたし

ます。 

本製品に使われています狭帯域電力線通信モジュールは、総務省の ARIBに定められ

た無線品質をクリアーしており、型式指定番号 第 IH-12002号を取得しております。 

 

本製品を専用電線、単相 100V もしくは、200V の電路に接続してお使いになられる

ときは、一切の申請などは必要ありませんが、 三相 200V または、直流電路に接

続してお使いになるときは、総務省に対して、高周波利用設備許可申請を行う必要が

あります。 

総務省のページ： 

http://www.soumu.go.jp/soutsu/kanto/other/koshuha/dl/dl-setti/ 

 

2. 安全上のご注意 

 

製品を安全にご使用いただくための注意事項が記載されています。 

ご使用の前にこの「安全の注意」を必ずお読みになり、注意事項を守ってご使用くだ

さい。 

http://www.soumu.go.jp/soutsu/kanto/other/koshuha/dl/dl-setti/
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製品を安全に正しくご使用頂き、ご使用になる人や他の人への危害や財産への損害を

未然に防止するため、下記の表示を使用して説明をしています。 

 

2-1. 設置上のご注意 

              警告 

○DC600V 以下でお使いください。 

これ以上の電圧で使用すると、感電、発煙、火災発生の恐れがあります。 

 

  ○ケーブルを傷つけたり、ケーブルに重いものを乗せたり、無理に曲げたり、ケーブ 

ルを引っ張ったり、加熱したりしないでください。感電、火災の恐れがあります。 

 

  ○水をかけないでください。水分や薬品をこぼすと、感電、火災の恐れがあります。 

 

  ○ケースの上に物を置かないでください、筐体が変形し、損傷の原因になります。 

 

  ○落としたりして強い衝撃を与えると、感電、火災の恐れがあります。 

 

  ○分解、改造をしないでください。改造を、分界は、感電、火災の恐れがあります。 

 

  ○ぬれた手で触らないでください、感電する恐れがあります。 

 

  ○ケーブルは確実に接続し、導体部分がむき出しにならないようにしてください。 

    感電、火災の原因になります。 

 

  ○活線（通電）状態で端子や導体部分に手を触れないでください、感電します。 

 

  ○万一、本装置を落としたり、ケースを破損し、動作が異常になった場合は、電源を

OFFし、販売店にご連絡ください。 

 

 

警告 

この表示事項を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または傷を負

う可能性が想定される内容を示しています。 

 

注意 

この表示事項を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性

が想定される内容、および、物的損害の発生が想定される内容を示していま

す。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:DIN_4844-2_Warnung_vor_einer_Gefahrenstelle_D-W000.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:DIN_4844-2_Warnung_vor_einer_Gefahrenstelle_D-W000.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Caution_sign_used_on_roads_pn.svg
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  ○万一、内部に水等が入った時は、電源を OFFして、販売店にご連絡ください。 

 

  ○点検、修理は、販売店にご用命下さい。 

 

 注意 

 ○使用条件 

   （１）温度  －４０から８５℃ 

   （２）湿度  ３０~８５％RH（結露無きこと） 

   （３）設置  直射日光の当たらない場所に設置してください。 

          塵埃の少ない場所に設置してください。 

          雨の当たらないところに設置してください。 

   （４）その他 腐食性ガスのある場所では使用しないでください。 

 

 ○不安定な場所に置かないでください。 

 

 ○本体を拭くときは、中性洗剤を使ってください。アルコールなどの有機溶剤は 

  使わないでください。 

 

 

2-2. 使用上のご注意 

 注意 

○初めてのご使用時には、必ず設定値の設定を行ってください。 

  

 

○納入品の故障、又はお客様の故意・誤用・異常な条件でのご利用によって誘発される損

害に関して、弊社は一切責任を負いませんので、予めご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Caution_sign_used_on_roads_pn.svg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Caution_sign_used_on_roads_pn.svg
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３．製品構成 

3-1. 基本構成 

(1) 親機（STB） 

  型式：PLC_STB_PV_01    1台 

 (2) Web監視用 3Gルータ（SIMカード付） 

  Web監視ソフトウエア 

(3) 子機（ノード） 

型式：PLC_IF_01  （必要数） 

    (4) DC/DC 電源（ノードに接続） 

    型式: PLC_DCDC_01 

  (5) 電流計 

   型式：PLC_SC_01（必要数） 

  (6) 専用パソコンソフト 

    型式：STB_Client_V077 

       簡易ストリング監視ソフト  

  (7)オプション品（別途手配ください） 

    ・信号ブースター 

      型式：BMT_BOOST_01 

・直流電圧計測装置 

      型式：PLC_SC_V_01 
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４．システム構成 

4-1. 全体図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パソコン 
親機 

PLC-STB

-PV-01 

太陽電池パネル 
電流計 

電力線通信子機 

(ノード) 

PLC_IF_01 

開閉器 

直流 600V 

まで 

インター

ネット 

親機は、子機で集められた 16

個までのストリング電流値を、 

取得し、すべてのストリング電

流値をインターネットに配信し

たり、パソコンでモニタリング

したりできます。 パワコン 

（PCS） 
ACトランス 

電力連携 

無線ルー

タ 
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4-2. PLC接続 

親機から標準 32個の子機からの電流データを取得できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親機 

PLC-STB

-PV-01 

子機 

PLC- 

IF- 

01 

子機 

PLC- 

IF- 

01 

子機 

PLC- 

IF- 

01 

子機 

PLC- 

IF- 

01 

・
・
・
・
・
・
・ 

それぞれの子機には、アドレスが 

ついています。親機は、子機のアド

レスをポーリングしてデータを順次

取得してゆきます。 

 

1個の子機の電流データは、5秒で取

得しますので、20個の子機では、100

秒かかります。 

 

通信には、直流送電線を用いますが、 

専用線がすでにある環境では、専用

線を使っての通信をお勧めします。 

 

 

子機は、接続箱の内部に設置します。 

集電箱のある発電所では、集電箱内

に PLC 用信号ブースタを設置でき

ます。 

信号 

ブースター 
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4-3. アドレス 

親機、子機には、それぞれユニークなアドレスがついています。 

NET-IDは常に、201です。さらに、ノードアドレスが付与されます。 

親機/子機 ノードアドレス

(16進数) 

ホッピング 

親から子 

ホッピング 

子から親 

親機 0201 0～3 なし 

子機 1 0001 0か 1 0～3 

子機 2 0002 0か 1 0～3 

子機 3 0003 0か 1 0～3 

子機 4 0004 0か 1 0～3 

・ ・ ・ ・ 

・ ・ ・ ・ 

子機 32 0020 0か 1 0～3 

 

4-4. ホッピング 

PLCデータを確実に伝えるためにホッピング機能を持っています。 

親機から発せられた PLC信号をそれぞれの子機を使って、目的の子機までデータをバケツ

リレーする機能です。 

2種類のホッピングがあります。 

（１） 親機から子機へのホッピング 

親機から子機１には、信号が届くが、親機からその他の子機に信号が届かない時は 

送りホッピングで子機まで信号を届けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親機 

(パワ

コ ン

近く) 

子機１ 

子機２ 

子機３ 

子機５ 

子機４ 

子機６ 

ホッピング 

信号 

ブースター 

（集電箱） 
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例えば、子機 6のデータを子機 2が受けて、それを親機に伝えるなど。 

 

（２） 子機から親機へのホッピング 

子機から親機に信号が届かない時は、戻りホッピングで親機まで信号を届けます。 

    親機は、ストリングの電流を子機から取得するときに、パワコンの雑音が大きく 

    取得が困難なときは、集電箱内に設置された信号ブースターがデータをホッピン 

グします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） ホッピングの設定 

ホッピング設定はしない状態で、製品を納品いたしますが、お客様でパソコンを使

って、親機と LANで接続することでホッピング設定を変更できます。 

    （詳しくは、設定をご覧ください） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

親機 

(パワ

コ ン

近く) 

子機１ 

子機２ 

子機３ 

子機５ 

子機４ 

子機６ 

ホッピング 

信号 

ブースター 

（集電箱） 
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５．設置・動作確認・設定 

5-1.親機（PLC_STB_PV_01) 

  外観は、予告なく変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LED 

LAN通信表示 

 

LAN USB 

インターフェイス 

G  D1 D2 3.3V 

AC 電源 

白 LED 青 LED ポーリング 

スイッチ 

電源 

スイッチ 

 

 

D種 

接地 

端子 
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＜PLC-STB-PV-01＞ 

サイズ：170×150×60mm 

重量：300g 

PLC変換器接続： 3.3V,D1,D2,GND 

STB用電源電圧： AC100-240V 

LANポート： パソコンに繋いで各種設定用 

USBポート： サービス用 

 

＜PLC-STB-PV-01＋＞ 

直流ラインとのインターフェイスユニット 

サイズ：106×70×31mm 

重量：120g 

電圧： DC200V-DC600V で使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AC100V 

DC600V 以下 

PLC信号 

 

PLC-STB-PV-01 

PLC-STB-PV-01+ 

D種設置 
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5-1-2 取り付け 

(1)  パワコンの設置されている建物内か、水滴のかからないところに設置します。 

(2) マグネットの場合は、金属面にマグネットで固定します。 

(3) 据え置き設置か、マグネットで金属面に取り付けるか、DINアダプタを使って、DIN  

  レールに取り付けできます。ご注文時にご指定ください。 

  通常は、マグネットを想定します。 

 

5-1-3. 信号線の接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-1-4. 各部の名称と機能 

○LAN-LED：LAN通信用 LEDです。 PLC-STB_PV_01に電源が入っている時は、点灯

しています。 LAN通信を行っている時は、不規則な点滅を行います。 

〇青 LED： このボタンを押して、STBの電源を入れると、PLCテストモードになります。 

      テストモードでは、PLC信号を出し続け、その信号を受けた子機は、LEDを

点滅させることで、受信を知らせます。 

○白 LED： 子機から信号が帰ると点滅します。 

○電源スイッチ： STBの電源 ON/OFF スイッチです。 

○ポーリングスイッチ：ONにすると、ポーリングが停止します。 

○LAN：パソコンで設定の変更を行うとき、また、クラウド管理の時に、イーサーネット

に接続します。      

○USB：サービス用の端子です。 

○インターフェイス端子：PLC_STB_PV_01+と接続します。 

○AC電源引き出し：STV-PVの動作用電源です。AC100V-240Vに接続します。 

 

親機（BMT_STB_PV_01）DC入力端子 

 

 

 

AC100~200V 

NFB 5A から 20A 

消費電力は 10W以下 

パワコン 

DC600V 

5A の開閉器 

PLC_STB_P

V_01+ 

D種設置 
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5-1-5. 親機(PLC_STB_PV_01)の初期動作 

親機には、予め初期設定値がセットされています。 

この初期設定値は、お客様のお使いになる子機の数と、子機一個当たりの電流計数をあら

かじめ教えていただくことで設定をしたうえで、出荷します。 

 

5-1-6. 基本動作 

パソコンと親機を LANでつなぎ、専用のソフトウエア(STB_Client_V100)を使って 

以下の内容を変更、表示、確認できます。 

○ STBの LAN接続(STB リスト、STB情報、STBパラメータ、報告タグ) 

○ PLC親機としての諸設定（PLCゲートウエイタグ） 

○ 子機の諸設定（子機テーブルタグ） 

○ 太陽光パネル電流値表示 

○ 通信信頼性 

 

 

5-1-7. STB_Client_V077 

パソコンに STB_Client_V077をコピーします。 

パソコンは、Windows ファイヤーオールを無効にしておいてください。 

パソコンと STB-PV-01を LANケーブルでつなぎます。 

パソコンは、固定アドレスにしておいてください。（社内 LAN 経由で行うときは、DHCP

で接続できます） 

IPアドレスは、192.168.1.111以外にしてください。 

例えば、192.168.1.30 
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STB_Client_V077を動作させたのち、以下の通り、設定が確認できます。 

○ STBリストタグ 

操作対象 STBの IPアドレスが表示されます。 

表示されない時は、“検索”をクリックします。 

その後、“データ収集”をクリックします。 これにより、STB内部の 

情報がパソコンに送られます。 
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○ STB情報タグ 

このタグには、触れないでください。 

 

○ STBパラメータタグ 

IP関連フラグが１の時は、DHCPでもつながります。 

ただし、パソコンと STBを直結するときは、0にすることで、 

常に固定アドレス（192.168.1.111）となります。 
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○ PLCゲートウエイ 

PLC（電力線通信）関係の親機に関する設定です。 値を変えないでください。 

 

○ 子機テーブル 

PLC-IF-01の設定です。“すべて取得”をクリックします。 
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“基本設定”をクリックするとそれぞれのノード（PLC-IF-01）のプロパティーを 

確認、変更できます。 

 

①  “Get-id()” をクリックすると、上のような画面となります。 

②   データホッピングが必要なときは、“ホッピング回数”に 1以上の数字を 

 入れて、横の“設定”ボタンを押します。その後、確認のために、“取得”を 

 クリックし、値が変わったことを確認します。 
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○ 太陽光パネルタグ 

 

太陽光パネルのストリング単位の電流値を表示します。 

上記の例では、10個の PLC-IF-01(子機)があって、それぞれの子機には、 

16個の電流計がつながっています。 

上の例で、ID0001の S10に 377と表示されているのは、アドレス 1番の PLC-IF-01 

の 11番目の電流計（アドレスは、0から始まるため）の電流が 377mAであることを 

意味します。 実際の太陽光パネルでは、マイナス表示になります。 
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○ 報告タグ 

インターネットから弊社のサーバーにデータを送ることで、次にのべますWEBブラウ

ザーでの監視ができます。その為には、このタグの“停止中”を“動作”に変えます。 

 

 

16×16の電流値が 2バイトデータで送られます。 

インターネット経由で、次のような表示ソフトウエアが用意されています。 
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○ WEB 画面 

インターネットに接続しますと、以下のような画面表示が利用できます。 

 

 

※インターネット経由でないと、この画面は見られません。 

太陽光パネルのサイト全体の見取り図上に、そのストリングの位置に電流を表示します。 

さらに、このデータをクラウドで蓄積し、故障判定を行うこともできます。 

 

電流の計測分解能は、0.01Aですので、1枚のパネルが故障しても一定の時間でその故障ス

トリングを発見できます。 
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5-2. 子機（PLC_IF_01） 

  

 

 

＊＊＊＊＊1Aの fuseが陽極、陰極側両方に入っています。＊＊＊＊＊＊＊ 

サイズ：106×70×31mm 

重量：120g 

電圧： DC200V-DC600V で使用 

DC/DC電源を附属します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

LEDは、常時点灯していますが、PLC信号を受け取ると点滅します。 

DC/DCから 

DC600V 

バスへ 

センサーへ 
      

ラベル 

LED 

DC/DCへ 

PLC-IF-01 

DC/DC電源 
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取り付け： DINレールもしくは、マグネットにより、金属板に装着。 

接続箱内への装着： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1個の子機（PLC_IF_01）には、最大 16個の電流計をつなぐことができます。 

DC/DCは、接続箱内で DC600V以下の電圧を DC5Vに降圧するためのユニットです。 

DC/DCの大きさは、子機とほぼ同じです。 

 

5-3. 電流計（PLC_SC_01） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子機 DC/DC 

子機の付属品 

DC/DC 

電流計用 I2C コネクタ 

DCバス 

 
マイナス側の 

端子へ 

ストリング電流

のマイナス側に 

繋ぎます。 

隣の電流計と 

繋ぎます。 

(I2C＋電源) 

隣の電流計と 

繋ぎます。 

(I2C+電源) 

マグネットで 

金属面に取り

付け 

 

1A 以上の電流が流れ

ると赤の LED が点灯

します。(ラッチ) 

信号グランド＝＞マイナス端子へ 
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電流計には、0から 15までの I2Cアドレスがついていますので、子機から近い順に 

0,1,2,のように接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

太陽電池ストリング 

 

サイズ：48×33×35mm      重量：50g 

測定電流：DC±20A        分解能： 0.01A 

最低計測電流： 0.001A       使用可能温度：-40℃～85℃ 

結露無き事            子機との通信： I2C 

最大接続数：16個         アドレス ：メーカーにて設定     

 

  

信号グランド 
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６．外形図 

PLC_IF_01 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PLC_SC_01 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

2mm＾2 

より線 

150mm 
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７. 直流電圧計測装置 (PLC_SC_V_01) 

直流送電線路の電圧を計測して、直流電路を使って、信号を PLC-STB-PV-01におくります。 

この電圧は、直流電力の計測に使います。 

集電箱か、パワコンの近くに設置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．ソフトウエア 

お客様で各種の設定を変えていただくために、パソコンで動作するソフトウエアを用意し

ております。（セットに付属）⇒ STB-Client_V073 

また、クラウドでストリングの監視を行い、ストリング不良を判定するソフトウエアも 

用意しております。（別途有償） ⇒ TERA-APP-PV-01 

 

 

 

 

直流電路 

PLC_SC_V_01 DC/DC 
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９．スペック 

9-1.  PLC (PLC を使っている製品に適用されます)  

9-1-1.電力線側定格 

項目 単位 定格       

電力線入力電圧  V DC100V から

DC600V 

 太陽光パネル発電設備に限る 

消費電力 W 1W以下  

送信出力  10mW/10K

Hz 

ARIB 認定を取得 

受信感度  1mV以下  

伝送速度  5kbps 選択可：1.25kbps-100Kbps 

変調方式  DCSK DCSK および、DCSK turbo 

9-1-2. 制御側定格 

Item Unit Min. Typ. Max. Remarks 

電源入力電圧 V 3.2 3.3 3.4  

消費電力 W 0.8 1 1.2  

      

9-1-3. 受信特性 

項目 仕様 備考 

減衰特性 100dB 以上  

ホワイトノイズ耐性 7dB以上  

受信方式 平衡  

9-1-4. 通信仕様 

項目 仕様 備考 

通信方式 DCSKおよび DCSK TURBO  

通信速度 100Kbps(DCSK TURBO) ~ 

1.25kbps( ERM : Extremely Robust Mode) 

通信品質コンディシ

ョンに合せてモード

を選択可能 

占有周波数 100K~400KHz  

チャンネルアクセス 

プロトコル 

CSMA / CA  

(Carrier Sense Multiple Access / Collision 

Avoidance) 

 

再送制御 ACK/NACK  

誤り訂正 ショートブロック誤り訂正、CRC16  

対応国際規格 総務省型式指定 ARIB IH-12002号  
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セキュリティー とくになし.  

9-1-5. その他（PLC を用いた製品に適用） 

Item Unit Min. Typ. Max. Remarks 

使用温度 ℃ -30  85  

使用湿度 ％ 20  80  

保存温度 ℃ -40  100  

保存湿度 ％ 20  90  

保証期間 年  1   

耐用年数 年  10   

適合規則 L     電波法（ARIB 1.0） 

      

 

 

9-2. PLC_STB__PV_01 

項目 単位 定格       

PLC信号入力電圧  V DC100 から

DC600V 

  

 

動作用電源 V AC100V か

ら AC240V 

 

消費電力 W 5W以下  

LAN  100M/sec  

USB   V2.0  

電圧計測  なし     

 

 

 

 

9-3. PLC_PV_IF_01 

 

項目 単位 定格       

PLC電力線電圧  V DC100V- 

DC600V 

 

 

消費電力 W 2W以下  

制御電源 V DC5V DC600Vから 5Vに変換する 

DC/DCアダプタを附属 



 

30 

 

 

 

9-4.PLC_SC_01 

 

項目 単位 定格       

計測電流 A -20A~20A  

分解能 A 0.001A  

I2C通信    

    

 

１０.  保証・補償  

納入後１ケ年以内に製造者の責任と明らかに認められる不具合に対しては、無償で修理 

致します。また、ここで言う保証とは、納入品単体の保証を言い、納入品の故障に起因す

る損害については、補償範囲外とさせていただきます。 

 

 

１１．施工方法 

11-1.  親機（STB） 

  パワコンのMCCBのPV側直流バスに2mm^2の電線で、十分な絶縁をとったうえで、

10A以下の直流断路器に接続します。この直流断路器 2次側を STBの後ろの端子に繋

ぎます。STB内部に 1Aのヒューズが陽極、陰極両方に入っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AC100V へ 

STB 

DC5A 

MCCB 

パワコン 

MCCB 

PV側 
3G 無線

ルータ 

アンテナ 
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STB の(送信)青いボタンを押しながら電源を on すると、STB は、PLC の試験信号を

出し続けます。 接続箱に設けられた PLC子機の LEDが点滅することで、STBから

子機までの通信ができることを確認できます。 

PLC通信テスト終了するには、電源をいったん切ってください。 

再び電源を入れますと、ポーリングを開始します。ポーリングすると、送信（青色 LED） 

が点灯します。子機が信号を返してくると、STBの受信（白 LED）が点滅します。 

より詳細な通信確認は、STBをLANを通じてPCに繋ぎ、PCソフト（STB_Clinet-01）

によって確認します。 

 

11-2. 子機（ノード） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接続箱内部の直流バスラインのプラス側に子機の赤色電線をつなぎます。マイナス側は黒

色電線をつなぎます。 

子機の内部には、1Aのヒューズがプラス、マイナス、それぞれに入っています。 

先に取り付けてある、STB が PLC テストモードである時、STB か

らの PLC信号を受けると、LEDが点滅をします。 

 

直流バス 
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子機は、接続箱の内壁（金属の場合）にマグネットで取り付けをします。 

直流バスの電圧は、DC200Vから 600Vまでです。 

子機は、DC/DC電源を横に取り付け一体となっています。 

11-3. 電流計 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電流計は、必ず図のように、マイナス側に接続します。 

マイナス側の確認は、テスターを使って、黒い棒をマイナス側に、

赤い棒をプラス側に当てて、電圧を測定したとき、表示が正の値で

あることを確認ください。 

＋ － 

 

太陽光パネル 
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電流計には、アドレスがついています。0から順に 15まで接続できます。 

この番号は、続き番号である必要はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1つの接続箱に 16を超えるストリングが入っている場合は、子機が 2台必要です。 

 

 

ねじの締め付けトルクは、0.65N・m 以下でお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子機 電流計 

 0 

電流計 

 1 

電流計 

 2 

電流計 

 15 

1A 以上で点

灯（ラッチ） 

 

締付けトルク 

0.65N・m以下 

2mm^2 150mm 

65 4φ×2 
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11-4 専用パソコンソフト 

   STBとパソコンを LANでつなぎ、様々な編集を行ったり、パソコンで電流を見たり

するときに使います。⇒ STB_Client_V077 

また、クラウドで動作する監視ソフトも用意しています。 

    

11-5. 信号ブースター 

      型式：BMT_BOOST_01 

  PLC信号が届かない時、信号中継用のブースタを用意しています。 

      （別途有償） 

    発電所の接続箱、集電箱、パワコンの位置を教えていただくことで、 

    ブースタの必要数と設置すべき場所をご連絡いたします。 

 

１２．見積もり方法 

ストリング数、接続箱数、集電箱内の分岐数から見積もりを立てます。 

1MWの発電所の場合、1ストリング 14枚、一枚が 250wとして、集電分岐 10として 

 数 単価 合計 

PLC-STB-PV-01s 1   

3G無線ルータ 1   

PLC-IF-01s 19   

PLC-SC-01 285   

PLC-SC-V-01 1   

PLC-BOOSTER 10   

PLC-Bridge 1   

監視用ソフトウエア

(Web) 

1   

合計    

このほかに、Web監視費用が毎月かかります。 


